
背景・目的

事業概要

事業スキーム

実施期間 （１）平成29年度～平成32年（２）平成30年度～平成32年度

バイオマスをはじめとした廃棄物エネルギーは十分に活用されておらず中小規
模（特に100t/日未満）の廃棄物処理施設（中小廃棄物処理施設）では、発電
などの余熱利用がほとんど行われていない。
現在の廃棄物発電の主流である廃熱ボイラ＋蒸気タービン方式は、100t/日未
満の施設では効率が低下する課題があり、エネルギー効率のより高い先導的な
技術・システムの評価・検証が必要。
中小廃棄物処理施設を有する主に中小規模の自治体では、先導的な廃棄物処理
技術に関する蓄積ノウハウがなく、また、地理的制約等もあり広域化・集約化
が困難な面もあり、廃棄物エネルギーが十分に有効利用されていない状況であ
る。
そこで、本事業では、自治体と先導的な技術を有する企業が共同で地域特性を
十分踏まえた廃棄物エネルギー利活用に係る技術評価・検証事業を行い、その
成果や技術的知見等を広く水平展開し、他の中小廃棄物処理施設への導入の一
層の促進を図るとともに、中小廃棄物処理施設のマルチベネフィット（自立・
分散型エネルギー社会や地域防災能力の構築等）にも着目。

（１）中小廃棄物処理施設を有する自治体と先導的処理技術を有する企業が
共同・連携した先導的廃棄物処理システム化等評価・検証事業（700百万円）
①先導的廃棄物処理システム化技術評価・検証事業（550百万円）
②先導的廃棄物処理要素技術評価・検証事業（150百万円）

（２）中小廃棄物処理施設における先導的廃棄物処理技術導入指針調査検討事業
（50百万円）

期待される効果

2030年度までに更新される中小廃棄物処理施設での廃棄物エネルギー
の有効活用が進み、約27万t-CO2/年が削減される。

平成25年度予算
○○百万円中小廃棄物処理施設における先導的廃棄物処理システム化等評価・検証事業

2019年度要求額
750百万円（750百万円）

事業目的・概要等 イメージ
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特に小規模ではほとんど発電
されておらず、ごみエネル
ギーが無駄になっている。

（原因）どのような技術が適用可
能か知見がない。

メタン発酵

高効率発電

先導的処理技術・システムの導入

ガス化

中小廃棄物処理施設への先導的処理システムの技術評価・検証
⇒成果を起爆剤として中小廃棄物処理施設への水平展開

廃棄物処理施設規模ごとのエネルギー利用（発電）の割合
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・自治体と企業が共同して先導的技術を評価・検証
・他自治体へ先導的技術の導入が進むよう指針を策定
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